
茨城たい肥ナビ！

利用者マニュアル



目次

1露地栽培向け堆肥ナビ!.................................................................................................................... 1

1-1露地栽培選択...........................................................................................................................1

1-2施肥量入力方法選択...............................................................................................................2

1-2-1作物選択.........................................................................................................................3

1-2-2慣行施肥量入力.............................................................................................................4

1-3堆肥情報選択...........................................................................................................................5

1-3-1畜種選択.........................................................................................................................5

1-3-2堆肥成分入力方法選択.................................................................................................6

1-3-3堆肥生産者リストから選択する...................................................................................... 7

1-3-4平均値を利用した含有量の入力...................................................................................8

1-3-5手入力による堆肥成分値の入力...................................................................................9

1-3-5-1手入力による堆肥成分値の入力【鶏（副資材なし）以外の場合】...................... 9

1-3-5-2手入力による堆肥成分値の入力【鶏（副資材なし）の場合】............................ 10

1-3-6速効性肥料成分の入力...............................................................................................13

1-3-6-1既知の速効性肥料成分の入力......................................................................... 13

1-3-6-2現物中の速効性肥料成分量の分析条件の入力............................................. 13

1-4施肥診断結果.........................................................................................................................15

1-4-1窒素代替率ごとの堆肥施用量.................................................................................... 20

1-4-2土づくりを考慮した堆肥施用の考え方........................................................................21

1-4-3連用効果による窒素発現量の推定.............................................................................24

2水稲向け堆肥ナビ!.......................................................................................................................... 26

2-1水稲選択.................................................................................................................................26

2-2水田情報入力.........................................................................................................................27

2-2-1地力診断ありの入力.....................................................................................................28

2-2-2地力診断なしの入力.................................................................................................... 29

2-2-3水田情報確認...............................................................................................................30

2-3堆肥情報選択.........................................................................................................................31

2-3-1畜種選択.......................................................................................................................31

2-3-2堆肥成分入力方法選択...............................................................................................32

2-3-3堆肥生産者リストから選択する.................................................................................... 33

2-3-4平均値を利用した含有量の入力.................................................................................34

2-3-5手入力による堆肥成分値の入力.................................................................................35

2-4施肥診断結果.........................................................................................................................36

2-4-1手入力による参考値の入力.........................................................................................38



1 露地栽培向け堆肥ナビ!

1-1 露地栽培選択
下記のURLから「茨城たい肥ナビ!」にアクセスすると、下図1.トップページが表示される。露地

栽培向け堆肥ナビを利用したい場合は、図中の赤枠で囲んだ「露地栽培向け」の画像をクリック
する。
また、図中青枠で囲んだ中の「堆肥生産者一覧はこちら」をクリックすると茨城県内版堆肥生

産者リストのページに移動する事も出来る。

URL：https://ibaraki-agri-livestock.jp/taihi_navi/index.php

図1.トップページ
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1-2 施肥量入力方法選択
図1で示した「露地栽培向け」の画像をクリックすると、下図2.施肥量入力方法選択画面が表示さ

れる。
施肥量を栽培基準から選択したい場合は、赤枠で囲んだ「作物を選ぶ(栽培基準)」ボタンをク

リックする。また、作物の慣行施肥量を自分で設定したい場合には青枠で囲んだ「慣行施肥量を入
力する」ボタンをクリックする。
トップページに戻りたい場合は、黄枠で囲んだ「戻る」ボタンをクリックする。
なお、共通事項として「ホーム」ボタンをクリックした場合はどのページからでもトップページに戻

る。

図2.施肥量入力方法選択画面
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1-2-1 作物選択
　図2.施肥量入力方法選択画面で「作物を選ぶ(栽培基準)」ボタンをクリックすると、下図3.作物情
報選択画面が表示される。
　図中の赤枠で囲んだメニューを選択すると作物別情報が表示されるので、選択したい作物名をク
リックする。これにより選択された作物情報の一覧が表示される。
　選択したい作物情報一覧が表示されたら、施肥設計に使用する目的の箇所の青枠で囲まれた
「選択」ボタンをクリックする。
※慣行施肥量入力は選択した方は　慣行施肥量入力を参照(１-２-２)

図3.作物情報選択画面
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1-2-2 慣行施肥量入力
　図2.施肥量入力方法選択画面で「慣行施肥量を入力する」ボタンをクリックすると、下図4.慣行施
肥量入力画面が表示されデータ入力が可能になる。
　赤枠で囲まれた基肥(窒素・リン酸・カリ)、追肥(窒素・リン酸・カリ)の6項目に半角数字で全て値
を入力し、黄枠で囲んだ「確定」ボタンをクリックする。
　なお、総量に関しては基肥と追肥により自動計算される。
　入力を取りやめたい場合は、青枠で囲んだ「戻る」ボタンをクリックする。
　※以下、これらの入力項目の規制について説明する。
　

図4.慣行施肥量入力画面

・基肥

　窒素
　　基肥の窒素量を数値(単位はkg、最大４ケタ以内)で入力する。

　リン酸
　　基肥のリン酸量を数値(単位はkg、最大４ケタ以内)で入力する。

　カリ
　　基肥のカリ量を数値(単位はkg、最大４ケタ以内)で入力する。

・追肥

　窒素
　　追肥の窒素量を数値(単位はkg、最大４ケタ以内)で入力する。

　リン酸
　　追肥のリン酸量を数値(単位はkg、最大４ケタ以内)で入力する。

　カリ
　　追肥のカリ量を数値(単位はkg、最大４ケタ以内)で入力する。
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1-3 堆肥情報選択
　１-２-１の作物選択画面の「選択」ボタンあるいは１-２-２の慣行施肥量入力画面の「確定」ボタンが
押されると、堆肥情報の入力画面に移る。以下、堆肥情報の入力方法について説明する。

1-3-1 畜種選択
　まず、図5に示す畜種選択画面の赤枠の中から利用したい畜種のボタンをクリックする。鶏ふん由
来の堆肥は堆肥中に含まれる副素材の有無で分岐することに留意する。

図5.畜種選択画面
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1-3-2 堆肥成分入力方法選択
　図5.畜種選択画面で利用する畜種のボタンをクリックすると、図6に示す堆肥成分の入力方法選
択画面が表示される。堆肥成分の入力方法として「①堆肥生産者リストから選択する」「②平均値を
使う」「③堆肥成分値を手入力する」のいずれかを選び、該当するボタンをクリックする。
「①堆肥生産者リストから選択する」を選択した場合は１-３-３に進む。
「②平均値を使う」を選択した場合は１-３-４に進む。
「③堆肥成分値を手入力する」を選択した場合は１-３-５に進む。

図6.堆肥成分の入力方法選択画面

6



1-3-3 堆肥生産者リストから選択する
　図6.堆肥成分の入力方法選択画面で「①堆肥生産者リストから選択する」ボタンをクリックすると、
下図7.堆肥生産者リスト選択画面が表示される。
　図中の緑枠の地域（全域・県北・県央・鹿行・県南・県西）を選択すると、地域別の市町村で生産
されている堆肥を抽出できる。
　図中の赤枠で囲んだメニューを選択すると堆肥生産者の市町村（堆肥生産場所）が表示される
ので、選択したい市町村名をクリックする。これにより選択された市町村内で生産されている堆肥情
報の一覧が表示される。
　堆肥情報一覧が表示されたら、青枠で囲まれた「選択」ボタンをクリックすると結果が表示される。
　図8の黄枠で囲んだバーを左右にスライドさせると表の右側に隠れている堆肥成分値を見ること
ができる。

図7.堆肥生産者リスト選択画面

図8.堆肥生産者リスト選択画面2
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1-3-4 平均値を利用した含有量の入力

　図6の堆肥成分の入力方法選択画面で「②平均値を使う」を選択した場合、図9に示す堆肥成分
平均値の選択画面が表示される。
　ここでは、利用する堆肥の種類（製造方法別）を選択し、該当するボタンをクリックする。なお、窒
素、リン酸、カリの現物堆肥中の平均含有率のデータを表1に示す。

図9.堆肥成分平均値の選択画面（乳用牛の例）

表1　現物堆肥中の平均含有率データ（現物%）
畜種 窒素 リン酸 カリ

乳用牛（全） 1.0 0.8 1.0
乳用牛（堆肥舎） 0.8 0.7 0.6
乳用牛（開放型） 1.4 1.2 2.1
乳用牛（密閉型） 1.0 0.7 1.0
肉用牛 1.0 1.2 1.1
豚（全） 2.3 3.5 1.7
豚（堆肥舎） 1.7 2.7 1.3
豚（開放型） 2.7 4.7 2.2
豚（密閉型） 3.3 4.4 2.3
採卵鶏 2.2 4.8 2.8
ブロイラー 2.5 2.8 2.4

8



1-3-5 手入力による堆肥成分値の入力
図6.堆肥成分の入力方法選択画面で「③堆肥成分値を手入力する」を選択した場合、図10に示
す現物中全含有量の入力方法選択画面が表示される。
１-３-１の畜種選択画面にて鶏（副資材なし）以外の畜種を選択した場合は１-３-５-１に進む。
１-３-１の畜種選択画面にて鶏（副資材なし）を選択した場合は１-３-５-２に進む。

図10.現物中全含有量の入力方法選択画面（乳用牛の例）

1-3-5-1手入力による堆肥成分値の入力【鶏（副資材なし）以外の場合】
　図10の現物中全含有量の入力方法選択画面で「窒素、リン酸、カリの各現物中全含有量を入
力」「既知の速効性肥料成分量を入力（窒素、リン酸、カリ）」「現物中の速効性肥料成分量の分析
条件を入力」ボタンをクリックすると、次の堆肥成分の入力へ移る。
　図10の選択画面にて「既知の速効性肥料成分量を入力（窒素、リン酸、カリ）」「現物中の速効性
肥料成分量の分析条件を入力」を選択した場合は１-３-６に進む。
　なお、堆肥成分の入力方法は１-２-２の入力方法と同じであるためここでは説明を割愛する。
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1-3-5-2手入力による堆肥成分値の入力【鶏（副資材なし）の場合】
図5.畜種選択画面で「鶏（副資材なし）」を選択し、図6.堆肥成分の入力方法選択画面で「③堆肥
成分値を手入力する」を選択した場合、図11に示す現物中全含有量の入力方法選択画面が表示
される。図中赤枠に示した入力方法の中から所望の入力方法を選択し、該当するボタンをクリック
する。

図11.現物中全含有量の入力方法選択画面（鶏（副資材なし）の例）
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　鶏（副資材なし）を選択した場合の窒素含有量の入力方法について、以下に示す。

【現物中/乾物中の全窒素含有率及び水分率がわかる場合】
　図11.現物中全含有量の入力方法選択画面で「全窒素含有率及び水分率がわかる場合」を選択
した場合、図12に示す現物中の全窒素含有率及び水分率入力画面が表示される。赤枠で示した
入力欄に0～100%の範囲で入力し、青枠の「現物中含有率で入力」「速効性肥料成分で入力」「速効
性肥料成分量の分析条件を入力する」から所望の入力方法をクリックし、次の堆肥成分の入力へ移る。

図12.現物中／乾物中の全窒素含有率及び水分率がわかる場合の入力方法選択画面
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【現物中/乾物中の全窒素含有率がわかり、水分率が不明な場合】
　図11で「全窒素含有率がわかり、水分率が不明な場合」をクリックすると、図13に示す入力画面が
表示される。赤枠で示した入力欄に現物中の全窒素含有率を0～100%の範囲で入力し、青枠の
「現物中含有率で入力」「速効性肥料成分で入力」「速効性肥料成分量の分析条件を入力する」から所望
の入力方法をクリックし、次の堆肥成分の入力へ移る。

図13.現物中／乾物中の全窒素含有率がわかり、水分率が不明な場合の入力方法選択画面

　図11の選択画面にて「既知の速効性肥料成分量を入力（窒素、リン酸、カリ）」「現物中の速効性
肥料成分量の分析条件を入力」を選択した場合は1-3-6に進む。
　なお、堆肥成分の入力方法は１-２-２の入力方法と同じであるためここでは説明を割愛する。

12



1-3-6 速効性肥料成分の入力
　図10・図11の選択画面で、速効性成分量は「既知の速効性肥料成分量を入力（窒素、リン酸、カ
リ）」「現物中の速効性肥料成分量の分析条件を入力」いずれかを選択。
「既知の速効性肥料成分量を入力（窒素、リン酸、カリ）」を選択した場合、１-３-６-１に進む。
「現物中の速効性肥料成分量の分析条件を入力」を選択した場合、１-３-６-２に進む。

1-3-6-1既知の速効性肥料成分の入力
　速効性肥料成分の入力方法選択画面で「既知の速効性肥料成分量を入力（窒素、リン酸、カ
リ）」を選択した場合、図14に示す現物中の速効性肥料成分量入力画面が表示される。
ここでは、赤枠で示した入力欄に現物中の窒素の速効性肥料成分量をKg/t単位で入力し、「確
定」ボタンをクリックする。

図14.現物中の速効性肥料成分量入力画面

1-3-6-2現物中の速効性肥料成分量の分析条件の入力
　図10・図11の選択画面で「現物中の速効性肥料成分量の分析条件を入力」を選択した場合、図
15に示す速効性肥料成分量の分析入力画面が表示される。
　入力項目は「分析方法」、「測定値（ppm）」、「希釈倍率」、「溶液量」、「堆肥重量（g）」の5項目
で、「分析方法」についてはリスト内から実施した分析法を選択し、他の項目については分析値を
手入力する。なお、窒素の速効性肥料成分含量を算出するには、アンモニア態窒素と硝酸態窒素
に分けて含量を算出し、合算したものを全窒素の含量としている。

（注意）
・アンモニア態窒素のQRフレックスは表示地（NH4）を入力してください。
・硝酸態窒素のパックテストはNO3-N値を入力して下さい。
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図15.現物中の速効性肥料成分量の分析条件入力画面

図15の速効性肥料成分量の分析条件入力画面にて入力後「確定」をクリックすると、確認画面が
表示されるので、問題が無い場合、そのまま「確定」ボタンをクリックすると結果が表示される。
　なお、リン酸とカリの入力画面は窒素と同じであるため、説明は割愛する。
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1-4 施肥診断結果
　最後まで項目を進めると、図16.露地栽培向け施肥診断結果画面が表示される。施肥診断結果
のページは、縦長の表示形式になっており、赤枠で示した選択結果と、青枠で示した施肥診断結
果に大別される。

図16.露地栽培向け施肥診断結果画面
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＜選択結果（栽培基準と堆肥情報）＞
図17に露地栽培向け施肥診断結果画面の選択結果部分を抜粋して示す。赤枠で示した「栽培

基準」は、選択した作物の栽培基準情報を示し、青枠で示した「堆肥情報」は選択した堆肥の堆肥
情報示している。

図17.露地栽培向け施肥診断結果画面の選択結果部分

16



＜施肥診断結果＞
図18に露地栽培向け施肥診断結果画面の施肥診断結果部分を抜粋して示す。施肥診断結果
は図中黄枠で示した領域に表示される。
なお、図中黄枠に表示される施肥診断結果は10ℓのバケツに対して5.0kgの堆肥を入れた場合の
施肥診断結果である。

図18.露地栽培向け施肥診断結果部分
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施肥診断結果を印刷するには、図16の緑枠で示す「印刷する」ボタンをクリックし、さらに「印刷す
る」ボタン（図19）をクリックするとPDFが表示される（印刷方法は各パソコンやブラウザで異なる為割
愛する）。また、結果をメールに送る場合は図16の黄枠の「結果をメールに送る」ボタンをクリックす
る。その後、図20の入力欄にメールアドレスを入力し送信ボタンをクリックするとPDFファイルが送ら
れる（図21）。

図19.印刷する

図20.結果をメールに送る

図21.結果をメールに送る2

以上で一連の「露地栽培向け堆肥ナビ！」施肥診断作業は完了となる。

なお、堆肥施用に関する参考事項として以下に示す項目が用意されている。

● 参考：「窒素代替率ごとの堆肥施用量と化学肥料施肥量(kg/10a)」
● （ボタン）「土づくりを考慮した堆肥施用の考え方」

● （ボタン）「連用効果による窒素発現量の推定」

以下、各参考事項について説明する。
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図22.結果画面の印刷及びメール送付用PDFサンプル
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1-4-1 窒素代替率ごとの堆肥施用量
　堆肥施用に関する参考事項で、図23に示す様に、施肥診断結果の下に窒素代替率ごとの堆肥
施用量と化学肥料施肥量(kg/10a)が表示される。

図23.露地栽培向けの窒素代替率ごとの堆肥施用量画面
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1-4-2 土づくりを考慮した堆肥施用の考え方
　図16の橙枠の堆肥施用に関する参考事項で「土づくりを考慮した堆肥施用の考え方」を選択した
場合、下記①～③に関する情報が表示される。

1 堆肥の施用基準について

図24.堆肥の施用基準について
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2 堆肥の施用下限値の設定について

図25.堆肥の施用下限値の設定について
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3 堆肥の施用上限値の設定について

図26.堆肥の施用上限値の設定について

23



1-4-3 連用効果による窒素発現量の推定
　図16の橙枠の堆肥施用に関する参考事項で「連用効果による窒素発現量の推定」を選択した場
合、図27に示す連用効果の入力画面が表示される。
　ここでは、以下の手順により、堆肥の連用効果として前年までに施用した堆肥の本作における窒
素無機化量を算出することが出来る。

＜連用効果算出手順＞
１．図中赤枠で示した作付時期から、「夏作（4～10月）」または「秋冬作（11～3月）」のどちらかを

選択する。
２．図中青枠内に年毎の堆肥の種類を「牛ふん堆肥」「豚ふん堆肥」「鶏ふん堆肥」の中から選択

して入力する。
３．図中黄枠内に年毎の堆肥の施用量を現物kg単位で入力する。
４．図中緑枠内に年毎の全窒素含有率を%単位で入力する。含有率が不明な場合、表2に示す

畜種ごとの平均値を用いた自動計算が実施される。
５．「確定」ボタンをクリックし、推定される窒素無機化量の確認画面に表示される。

図27.連用効果の入力画面
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表2.畜種ごとの堆肥の窒素含有率の平均値
牛ふん堆肥 豚ぷん堆肥 鶏ふん堆肥

現物堆肥の全窒素含有率(%) 1.1 2.6 2.5

　図27で連用効果を求めるための入力が完了し「確定」ボタンをクリックすると、図28に示す連用効
果による窒素無機化量の推定結果画面が表示される。

図28.連用効果による窒素無機化量の推定結果画面

なお、窒素無機化量の算出方法は以下の通りである。

１）以下の計算式によって、過去に施用した堆肥の年毎の窒素無機化量を算出する。
1～4年前に施用した堆肥の窒素無機化量（kg/10a）

＝その年の堆肥施用量（現物kg）×全窒素含有率（現物%）×窒素無機化率（%、表3）

２）１）で算出された数値（4年分）を合算し、本作における窒素無機化量（kg/10a）として算出する。

表3.畜種・作型別の窒素無機化率（%）
堆肥の種類

牛ふん堆肥 豚ぷん堆肥 鶏ふん堆肥
作型 施用年

夏作

１年前 4.7 12.3 8.3
２年前 2.7 8.1 4.9
３年前 1.9 0.5 3.4
４年前 1.5 0.2 2.7

秋冬作

１年前 2.5 11.9 0.5
２年前 1.1 4.9 0.2
３年前 0.8 2.4 0.15
４年前 0.7 0.2 0.1
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2 水稲向け堆肥ナビ!

2-1 水稲選択
　茨城たい肥ナビ!のページにアクセスすると、露地栽培向けと同様に下図29.トップページが表示
される。水稲向け堆肥ナビを利用したい場合は、図中の赤枠で囲んだ「水稲向け」の画像をクリック
する。

図29.トップページ
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2-2 水田情報入力
　図29.トップページ画面で「水稲向け」をクリックすると、水田情報入力画面が表示される。
　水田情報入力は縦長の表示形式になっているので、図30.水田情報入力選択画面の赤枠で囲
んだ水田・地力診断部分の「地力診断あり」「地力診断なし」に分けて説明を行う。
　なお、入力部分の上には図30の青枠に示すとおり診断条件が表示されている。診断条件②に示
すとおり、乾田で堆肥を施用することを想定し、自動計算されるので、湿田で施用する際は0.5t／
10a（乾田の施用量の半分）になることに留意されたい。

図30.水田情報入力選択画面
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2-2-1 地力診断ありの入力
　図30に示すトップページ画面で「地力診断あり」をクリックし、下記の設問へ回答する。「確定」ボ
タンをクリックし、問題なければ「確定」をクリックすると次の水田情報の確認画面へ移る。
・水田の仮比重は？（g/cm3）
　※水田の仮比重(参考値)：砂質 1.1g/cm3、質 0.9g/cm3、黒ボク土 0.7g/cm3
・可給態窒素量は？（mg/100g）
・慣行施肥量(リン酸)は？（kg/10a）
・慣行施肥量(カリ)は？（kg/10a）
・牛ふん堆肥の連用年数は？

図31.水田情報入力選択画面（地力診断あり）
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2-2-2 地力診断なしの入力
　図30に示す画面で「地力診断なし」をクリックすると、下図32.水田情報入力画面が表示される。
　水田の地力を「高い・中程度・低い」から選択し、下記の設問へ回答する。「確定」ボタンをクリック
し、問題なければ「確定」をクリックすると図33.水田情報確認画面へ移る。
・慣行施肥量(リン酸)は？（kg/10a）
・慣行施肥量(カリ)は？（kg/10a）
・牛ふん堆肥の連用年数は？

図32.水田情報入力画面（地力診断なし）
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2-2-3 水田情報確認
　水田情報入力処理が実行されると、図33に示す水田情報確認画面が表示され、入力内容に誤り
がないか確認する。
　間違いがない場合「確定」ボタンをクリックすると、図34.畜種選択画面に移る。

図33.水田情報確認画面
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2-3 堆肥情報選択

2-3-1 畜種選択
　図33の確定ボタンをクリックすると、下図34.畜種選択画面が表示される。
赤枠で囲んだ「乳用牛」「肉用牛」ボタンをクリックすると図35.堆肥成分の入力方法選択画面へ移
る。
※水田情報確認画面に戻りたい場合は、黄枠で囲んだ「戻る」ボタンをクリックする。

図34.畜種選択画面
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2-3-2 堆肥成分入力方法選択
　図34.畜種選択画面で利用する畜種のボタンをクリックすると、図35に示す堆肥成分の入力方法
選択画面が表示される。堆肥成分の入力方法として「①堆肥生産者リストから選択する」「②平均
値を使う」「③堆肥成分値を手入力する」いずれかを選び、該当するボタンをクリックする。
「①堆肥生産者リストから選択する」を選択した場合は２-２-２に進む。
「②平均値を使う」を選択した場合は２-２-３に進む。
「③堆肥成分値を手入力する」を選択した場合は２-２-４に進む。

図35.堆肥成分の入力方法選択画面
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2-3-3 堆肥生産者リストから選択する
　図35.堆肥成分の入力方法選択画面で「①堆肥生産者リストから選択する」ボタンをクリックする
と、図36.堆肥生産者リスト選択画面が表示される。
　図中の緑枠の地域（全域・県北・県央・鹿行・県南・県西）を選択すると、地域別の市町村で生産
されている堆肥を抽出できる。
　図中の赤枠で囲んだメニューを選択すると堆肥生産者の市町村（堆肥生産場所）が表示される
ので、選択したい市町村名をクリックする。これにより選択された市町村内で生産されている堆肥情
報の一覧が表示される。
　堆肥情報一覧が表示されたら、青枠で囲まれた「選択」ボタンをクリックすると結果が表示される。
　図37の黄枠で囲んだバーを左右にスライドさせると表の右側に隠れている堆肥成分値を見ること
ができる。

図36.堆肥生産者リスト選択画面

図37.堆肥生産者リスト選択画面2
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2-3-4 平均値を利用した含有量の入力
　図35.堆肥成分の入力方法選択画面で「②平均値を使う」を選択した場合、図38に示す平均値に
よる含有率選択画面が表示される。
　ここでは、利用する堆肥の種類（製造方法別）を選択し、該当するボタンをクリックする。なお、窒
素、リン酸、カリの現物堆肥中の平均含有率のデータを表1に示す。

図38.堆肥成分平均値の選択画面（乳用牛の例）

表1　現物堆肥中の平均含有率データ（現物%）
畜種 窒素 リン酸 カリ

乳用牛（全） 1.0 0.8 1.0
乳用牛（堆肥舎） 0.8 0.7 0.6
乳用牛（開放型） 1.4 1.2 2.1
乳用牛（密閉型） 1.0 0.7 1.0
肉用牛 1.0 1.2 1.1
豚（全） 2.3 3.5 1.7
豚（堆肥舎） 1.7 2.7 1.3
豚（開放型） 2.7 4.7 2.2
豚（密閉型） 3.3 4.4 2.3
採卵鶏 2.2 4.8 2.8
ブロイラー 2.5 2.8 2.4
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2-3-5 手入力による堆肥成分値の入力
　図35.堆肥成分の入力方法選択画面で「③堆肥成分値を手入力する」を選択した場合、図39の
赤枠で囲んだ全ての項目を入力し、黄枠で囲んだ「確定」ボタンをクリックする。
　以下、これらの入力規則について説明する。

水分
　堆肥に含まれる水分量を数値(単位％、最大８ケタ以内)で入力する。

窒素
　堆肥に含まれる窒素量を数値(単位％、最大８ケタ以内)で入力する。

リン酸
　堆肥に含まれるリン酸量を数値(単位％、最大８ケタ以内)で入力する。

カリ
　堆肥に含まれるカリ量を数値(単位％、最大８ケタ以内)で入力する。

C/N比
　C/N比を数値(最大５ケタ以内)で入力する。

図39.堆肥成分の入力方法選択画面

2-4 施肥診断結果
　最後まで項目を進めると、施肥診断結果のページが表示される。
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　下図38.水稲向け施肥診断結果確認画面全体に示す通り施肥診断結果のページは、縦長の表
示形式となっているので、赤枠で囲んだ選択情報部分と、青枠で囲んだ診断結果部分が表示され
る。施肥診断結果を印刷するには、図40の緑枠で示す「印刷する」ボタンをクリックし、さらに「印刷
する」ボタン（図41）をクリックするとPDFが表示される（印刷方法は各パソコンやブラウザで異なる為
割愛する）。また、結果をメールに送る場合は図40の黄枠の「結果をメールに送る」ボタンをクリック
する。その後、図42の入力欄にメールアドレスを入力し送信ボタンをクリックするとPDFファイルが送
られる（図43）。

図40.水稲向け施肥診断結果確認画面全体
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図41.印刷する

図42.結果をメールに送る

図43.結果をメールに送る2
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2-4-1 手入力による参考値の入力
　更に詳しい参考値を知りたい場合は、図44.水稲向け参考値の赤枠で囲んだ窒素の値を変更し、
青枠の「参考値を更新」ボタンをクリックすると診断結果に反映される。

図44.水稲向け参考値

参考値

窒素(基肥)
　肥料の施肥量の窒素(基肥)を数値(単位は％、最大４ケタ以内)で入力する。
　なお、初期画面では窒素(基肥)として「14.0％」が入力されている。

窒素(追肥)
　肥料の施肥量の窒素(追肥)を数値(単位は％、最大４ケタ以内)で入力する。
　なお、初期画面では窒素(追肥)として「17.0％」が入力されている。
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診断結果と参考値の確認が出来たら一連の「水稲向けたい肥ナビ!」の施肥診断作業は完了とな
る。
　図45の赤枠で示す「ホーム」ボタンをクリックするとトップページに戻る。

図 45.水稲向けたい肥ナビ完了
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